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◎ 平成２５年度春の叙勲で農業委員会関係者が受賞されました

平成25年度春の叙勲で、野村弘氏(岡崎市)が旭日中綬章を、早川健三氏(安城市)が

旭日双光章を、禰冝田育男氏(碧南市)が旭日単光章の栄に浴されました。

3名の方々は、農業会議常任会議員や農業委員会会長などの要職を務め、これまで

農業振興と地域農業の発展にご尽力され、その功績に改めて敬意を表すとともに、

心からお祝い申し上げます。

今後、ますますのご健勝とご活躍をお祈りいたします。

◎ 平成２５年度全国情報会議が開催されました

4月10日に東京都文京区の｢椿山荘｣において、全国農業会議所主催による全国情報

会議が開催されました。

会議の開催にあたり、二田全国農業会議所会長は、ＴＰＰが日本の国益になるかど

うか見極め、地域経済、安全・安心な国民生活を確保するため、国民的な議論とし安

易な妥協が行われないよう、政府の動きに対し情報収集や活動強化をしていく必要な

どについて挨拶を述べられました。

協議に先立ち、第19回「農業委員会だより」全国コンクール表彰、第30回「全国農

業新聞写真コンクール」表彰、優良情報活動表彰が行われました。

「農業委員会だより」全国コンクール表彰では愛西市、「全国農業新聞写真コン

クール」表彰では名古屋市の坪井様、また、優良情報活動表彰では豊田市、田原市、

碧南市及び稲沢市が表彰を受けました。

表彰後、協議に入り(1)平成25年度情報事業計画について、(2)農業委員会における

情報提供活動の強化についてなどが説明され承認がされました。

最後に「葉っぱが町を変えた！いろどりストーリーの舞台裏」をテーマに(株)いろ

どりの代表取締役社長横石知二氏の記念講演が行われました。
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◎ 常任会議員会議（４月）の審議状況について

4月16日に「愛知県白壁庁舎」において、農地法等に係る愛知県知事等からの諮問

に対する答申を審議する常任会議員会議を開催しました。

会議開催に先立ち、今後諮問が予定される愛知県農林水産部、建設部及び名古屋市

の関係職員も出席し、それぞれ紹介を行いました。

4月の諮問は、農地法第4条に基づく転用事案34件(前年4月23件)、15,966㎡(同

8,116㎡)、同法5条に基づく転用事案299件(同264件)、181,965㎡(同167,419㎡) 並び

に土地区画整理法第136条に基づく「名古屋都市計画事業 公園西駅周辺土地区画整

理事業」についてそれぞれ審議し、いずれも原案どおりで差し支えない旨承認されま

した。

◎ 農業委員会職員新任者研修会を開催しました

4月19日に名古屋市中区の｢愛知県水産会館｣において、愛知県農業委員会事務研究

会との共催で平成25年度農業委員会職員新任者研修会を開催しました。

研修会は、県関係者と農業委員会事務局職員等約80名が参加し、①農業委員会に関

する法律と農業委員会の運営について、②農地法の概要について、③農地転用許可関

係について、④農業経営基盤強化促進法の概要について、⑤人・農地に関する施策に

ついて等を講義方式により午前10時から午後5時までみっちり研修を実施しました。

参加した皆さん方は、農業委員会及び農地等に関連する法律の基礎知識を習得し、

少しでも早く実務に活かそうと最後まで熱心に受講していただきました。

◎ 愛知県農業再生協議会の通常総会が開催されました

4月23日に名古屋市中区の「ＪＡあいちビル西館」において、愛知県農業再生協議

会の平成25年度通常総会が開催されました。

総会の開催にあたり、中野愛知県農業再生協議会長は、昨年度に組織再編したが、

この間に政権交代がなされ、大豆、麦等の生産体制緊急整備事業が予算化され、本会

では9億4千5百万円の基金造成を行った。平成25年度当初予算では、戸別所得補償制

度から経営所得安定制度へ変更されたが、事業内容の大幅な変更はない。しかし、平

成26年度に向け制度変更がなされるため、関係者への情報提供が必要となるので協力

をお願いしたい旨の挨拶がありました。

協議会の提出議案は、平成24年度事業報告及び収支決算、平成25年度事業計画及び

収支予算、規約等の改正及び役員の選任が提案され全て原案どおり承認されました。

その後、平成24年度農業者戸別所得補償制度の取組状況、大豆、麦等生産体制緊急

整備事業等の説明がありました。

なお、愛知県農業再生協議会の詳しい事業内容はホームページをご覧ください。

（http:/www.aisuikyo.jp）
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◎ 愛知県農業経営士協会、愛知県青年農業士連絡協議会の通常総会が開催されました

4月23日に岡崎市美合町の「県立農業大学校大講義室」において、愛知県農業経営

士協会 「同校中研修室」で愛知県青年農業士連絡協議会の平成25年度通常総会が開、

催されました。

愛知県農業経営士協会の総会では、提出議案は全て原案どおり承認され、定年退会

者41名に感謝状の授与がありました。退会される皆様方、長い間本当にご苦労様でし

た。今後は形を変え、地域農業にご指導・ご支援をお願いいたします。

また、愛知県青年農業士連絡協議会の総会も提出議案は全て原案どおり承認され、

理事の互選で新会長に浅岡洋一氏(東三河)を選任しました。

なお、総会の前に三菱ＵＦＪリサーチ＆コンサルティング主任研究員内田俊宏氏に

より「日本経済と東海経済の現状と展望～ものづくりの将来と農業分野の重要性～」

と題して、東海地区の経済状況、農業や食品製造への付加価値など、エコノミストの

視点からの東海経済の現状と方向性の講演が行われました。

◎ 農業者年金担当者・相談員並びに担い手・経営対策主任者会議が開催されました

全国農業会議所主催による平成25年度農業者年金担当者・相談員並びに担い手・経

営対策主任者会議が4月22日に東京都千代田区の「主婦会館プラザエフ」において開

催されました。

柚木事務局長から現在、担い手・経営対策では国の予算のない中、各農業会議では

ご尽力いただいている。農業者年金については、今年から中期計画が始まり、若い方

の加入を確実なものにする方針が出されているので加入推進をお願いしたい。また、

現在の情勢としては、ＴＰＰ交渉が7月から始まる予定、日本型直接支払制度の法案

づくりを自民党のプロジェクトチームで進めているが、その中で農地の所有権を株式

会社にも持てるよう規制緩和が検討されている旨の挨拶がありました。

引き続き協議に入り、農業者年金制度・運用改善の実現については、全国農業委員

会会長大会等で提案し政府に要請をするとともに、法律改正を要しない提案は、情勢

を見ながら農林水産省へ対応を求めると説明がありました。

また、平成25年度担い手・経営対策の推進では、担い手・経営対策の予算がないの

で来年度に向け予算の確保を働きかける。また、認定農業者制度についても十分な支

援ができるよう新たな支援施策を構築したいと説明がありました。

その他、第16回全国農業担い手サミットin石川が10月30日から31日に開催されるこ

とや日本農業技術検定に関する委託契約等の説明がありました。
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◎ 農業者年金業務担当者・総合指導員会議が開催されました

4月23日に東京都港区の「東京グランドホテル」において独立行政法人農業者年金

基金主催による平成25年度農業者年金業務担当者及び総合指導員会議が開催されまし

た。

農業者年金基金の中園理事長は、農林水産大臣から農業者年金基金に対し、平成25

年度から平成29年度までの5カ年間の中期目標が提示され、基金として平成25年度計

画を策定した。この計画の中で20歳から39歳の新規加入者を2,700人確保を目標とし

ているので、昨年以上のご尽力をお願いしたい旨の挨拶がありました。

引き続き議事に入り、農業者年金基金平成25年度事業計画では、業務委託費の前年

度1％削減、新システムの平成26年度当初からの運用開始や考査指導では全国240機関

程度を対象に実施予定と説明がありました。

平成25年度農業者年金加入推進の取組方針では、全国目標4,500人の内愛知県は188

人で、その内39歳までの新規加入者は124人と説明がありました。

また、運用状況については概算値であるが平成23年度の総合利回り2.36％から平成

24年度は9.6％程度の運用結果であることの報告がありました。

◎ 全国農業委員会都市農政対策協議会主任者会議が開催されました

4月26日に東京都千代田区の｢主婦会館プラザエフ｣において、全国農業委員会都市

農政対策協議会主催による主任者会議が開催されました。

協議に先立ち、農林水産省農村振興局都市農村交流課都市農業室長沖和尚氏の「最

近の都市農業施策をめぐる状況について」の講演があり、制度の概要、社会・経済状

況の変化や税制・予算などの説明がありました。

講演後、平成25年度全国農業委員会都市農政対策協議会通常総会提出議案の平成24

年度事業報告、平成24年度収支決算及び監査報告、平成25年度事業計画、平成25年度

収支予算及び会費の徴収及び役員改選について協議を行いました。

◎ 都道府県農業会議農政主任者会議が開催されました

4月26日に東京都千代田区の｢主婦会館プラザエフ｣において、全国農業会議所主催

による都道府県農業会議農政主任者会議が開催されました。

稲垣制度対策室長兼農政・企画部長からは、政権交代後の自民党は以前の自民党と

は異なっており、かっての感覚で対応すると大きな問題になりかねないので、我々も

新しい発想が必要ととなっている旨の挨拶がありました。

協議に先立ち、松本専務理事の「今後の農業委員会系統組織の農政対策について」

の講話があり、引き続き、榊原考査役、川鍋出版部長から「全国農業新聞・全国農業

図書の普及推進について」の説明がありました。
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松本専務理事の講話では、ＴＰＰ交渉の影響で農林水産省は、政府内において大変

厳しい立場におかれている。今後、農地制度と農業委員会の見直しに関連し農業会議

のポジションについても議論される可能性があるので、対応を間違えないようにした

い。また 「攻めの農林水産業」の具体化の方向で示された県農地中間管理機構（仮、

称）はどうなるかは不明であるが、以前、農地保有合理化系統と農業会議の統合につ

いて議論があり、当時の会長判断で断った経緯もある。会議所としては能動的に対応

できるよう4月から農業委員会等に関する議員懇話会を復活させたなどと述べられま

した。

引き続き、協議事項として、(1)当面の農政をめぐる情勢と対策について、(2)平成

25年度全国農業委員会会長大会について、①大会運営について、②提出議案(政策提

案)について、③街頭運動について、(3)農業者等との意見交換について、(4)24年度

税制をめぐる情勢と25年度税制改正対策について等説明がされました。

協議終了後、農林水産省経営局農地政策課小倉宏一郎経営専門職から「納税猶予に

係る営農困難時貸付けの要件緩和(平成25年度税制改正)について」の説明がありまし

た。

◎ 今後の主な行事予定

５月１０日 農業者年金担当者会議（ＪＡあいちビル）

５月１６日 常任会議員会議（白壁庁舎）

５月３０日 全国農業委員会会長大会（東京都・日比谷公会堂）

５月３１日 農業委員会会長・事務局長等研修会（東京都・都市センターホテル）

６月 ４日 市町村農業委員会会長・事務局長会議（水産会館）

６月 ７日 農地情報管理システム新任者研修会〈両備システムズ （白壁庁舎）〉

６月１３日 農地情報管理システム新任者研修会〈ソリマチ （白壁庁舎）〉




